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第 174 回 物質構造科学研究所運営会議議事要旨 

  

日   時  令和６年９月９日（月）15：15～17：10 

 

場   所  高エネルギー加速器研究機構 管理棟大会議室 ＋ ウェブ（Zoom）併用 

 

出 席 者  雨宮議長、大竹副議長、大友委員、千田委員、伊藤委員、下村委員、 

五十嵐委員、栗栖委員、駒場委員、幸田委員、瀬戸委員、帯名委員、 

佐波委員、池田委員、大山委員、解良委員、近藤委員、菅原委員、高橋委員、

永井委員、船守所長 

（欠席：木村委員、原田委員、三部委員、矢橋委員、山室委員） 

（機構側陪席者）   

足立理事、道園理事、三明監事、 五味田総務部長、山崎財務部長、 

櫻井参事役、圷監査室長、岩見人事担当課長、島根共同利用支援課長 

  

議 事  

 

【１】 所長報告  

船守所長から今後の運営方針について説明があった。 

 

【２】 第 173 回議事要録の確認について  

 雨宮議長から、資料１の議事要録については事前に確認済みであり、確定版を配付し

ている旨の説明があった。 

 

【３】 審議  

（１） マルチプローブ共同利用実験課題に関する申合せの改正について 

雨宮議長から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（２）2024 年度後期ミュオン共同利用 S 型実験課題審査結果について 

下村委員から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（３）2024B 期 J-PARC/MLF における大学共同利用中性子実験課題（一般・産業利用）の審査

結果について 

伊藤委員から、資料４および別途資料に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり

了承された。 

＜主な意見・質疑応答等＞ 

・一般課題（短期）の産業利用分で１件が不採択になっているがなぜか。 

→既存の課題との重複があり、公募要領に反する申請であるため不採択となった。 

（４）2024B 期 J-PARC/MLF における大学共同利用共同利用ミュオン実験課題（一般）の審査

結果について 

下村委員から、資料５および別途資料に基づき説明があり、審議の結果、資料のとお

り了承された。 
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（５）次期研究主幹の選考について【クローズド審議】 

 船守所長から、次期研究主幹について候補者の要件に基づく意向についての説明が行

われた。 

（６）次期技術副主幹の選考について【クローズド審議】 

 船守所長から、次期研究主幹について候補者の要件に基づく意向についての説明が行

われた。 

（７）教員人事（物構研 24-1・准教授１名）【クローズド審議】 

 大友委員から、別途配信資料に基づき説明があり、審議の結果、准教授１名が選考さ

れた。 

（８）教員人事（物構研 24-2・教授１名） 【クローズド審議】 

伊藤委員から、別途配信資料に基づき説明があり、審議の結果、教授１名が選考され

た。 

（９）教員人事（物構研 24-3・教授１名）【クローズド審議】 

下村委員から、別途配信資料に基づき説明があり、審議の結果、教授１名が選考された。 

（10）教員人事（物構研 24-4・教授１名）【クローズド審議】 

瀬戸委員から、別途配信資料に基づき説明があり、審議の結果、教授１名が選考された。 

（11）教員人事（放射光施設・特定人事・特別教授１名）【クローズド審議】 

五十嵐委員から、別途配信資料に基づき説明があり、審議の結果、特別教授１名が選考さ

れた。 

（12）教員人事（ミュオン・特定人事・特別教授１名）【クローズド審議】 

雨宮議長から、別途配信資料に基づき説明があり、審議の結果、特別教授１名が選考され

た。 

 

【４】 協議 

（１） 中性子イメージングについて 

大友委員による、MLFにおける中性子イメージングの現状と将来展望の紹介に引き続き、

意見交換を行った。時間分解測定へのパルス源であることの影響や空間分解能などに関す

る技術的な質疑応答の他、検出器開発における連携協力の可能性や研究所としての位置づ

けに関する質問があり、新領域開拓室にイメージング・顕微開発部門が設置されているこ

とが紹介された。 

 

【５】 報告  

（１）人事異動について  

 船守所長から、資料６に基づき報告があった。 

（２）研究員の選考結果について 

船守所長から、資料７に基づき報告があった。 

（３）2024 年度後期マルチプローブ共同利用実験課題審査結果について 

雨宮議長から、資料８に基づき報告があった。 

（４）2024 年度後期放射光共同利用実験課題審査結果について（条件解除） 

五十嵐委員から、資料９に基づき報告があった。 

（５）2024 年度通期放射光共同利用実験課題審査結果について 

五十嵐委員から、資料 10 に基づき報告があった。 
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＜主な意見・質疑応答等＞ 

・不採択となった P 型課題のうち申請資格のない学生から申請された件について、な

ぜそのようなことが起こったのか。 

→G 型課題には一定の条件のもと学生も応募できるようになったので、誤って申請して

しまったのではないかと推測する。また、申請内容にも不備があり、研究室で相談

の上申請したか疑問が残る。その点も踏まえ、ビームライン担当者が事情を聴きつ

つサポートして再申請することを予定している。 

 

次回の運営会議は令和６年 11 月 26 日 15 時 15 分から開催するとの案内があり、閉会した。 

 

 以 上 


